



































































































































































・朱文方形内円形「狩野」印（十二）     例「武州州学十二景図巻」慶安元年






























































































































































































































年　号 西暦 年齢 関連事項
慶長７年 1602 探幽誕生
慶長12年 1607 １歳 尚信誕生
元和４年 1618 12歳 父孝信没（48歳）
元和７年 1621 15歳 大阪城修築に際し守信・尚信・山楽等障壁画を図す。（『大阪
御城案内之記』）
元和９年 1623 17歳 徳川家光京にて初見し召し出さる（『徳川実紀』）
寛永３年 1626 20歳 二条城御幸殿造営（探幽25歳）二条城黒書院障壁画制作
寛永４年 1627 21歳 探幽・尚信南禅寺金地院方丈画作成
寛永７年 1630 24歳 徳川秀忠お目見え（幕府御用絵師となり江戸に下る。竹川町
に屋敷を受く。）
寛永14年 1637 31歳 ７～８月探幽・安信・尚信御前に召して絵を御覧ぜらる。
（『徳川実紀』）
寛永18年 1641 35歳 ９月尚信在京（『隔冥記』），知恩院大・小方丈造営，桂離宮中
書院造営，若一王子縁起絵巻制作
寛永19年 1642 36歳 聖衆来迎寺客殿作画（探幽41歳）
正保４年 1647 41歳 黒澤定幸『驪黄物色図説』の挿絵作成
慶安元年 1648 42歳 高松藩主松平右京大夫頼重金刀比羅宮に『三十六歌仙額』奉
納，同時期に「出山釈迦・梅雀・竹雀図」三幅対制作か






４ 鬼原俊枝『幽美の探究    狩野探幽論』1998年２月　大阪大学出版会，山下善也『狩野探幽の絵















































と重なる。したがってここでも，どちらが影響したかはにわかには決定できない。（鬼原 P 212 表２）
33 『在外　日本の至宝　第４巻　障屏画』90・91図　毎日新聞社　昭和54年12月
34 東京国立博物館編『狩野派の絵画　特別展図録』120図　第一法規　昭和56年５月







40 鬼原 P 269
（挿図出典）（図－１）鬼原俊枝『幽微の探究（狩野探幽論）』，（図－２）『狩野派の世界』第一法規，（図
－３）『狩野派大観　第二輯』，（図－４）『金毘羅宮の名宝』讃岐金毘羅宮，（図－５）『國華』第562号，
（図－６）『國華』1158号，（図－７）『板橋区立美術館蔵品図録』，（図－８）『御用絵師』福岡市立美術館，
（図－９）『近世屏風絵秀粋』京都書院，（図－10，14）『特別企画　室町江戸の屏風絵』栃木県立博物館，
（図－11・13）『在外　日本の至宝　第４巻　障屏画』毎日新聞社，（図－12）『日本画大成６狩野派二』東
方書院，（図－15）京都国立博物館
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